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　アルギン酸（A！gini…三d，阻gin・）は海産植物の内

褐藻類だけに含まれる1極の有機高分子霞解質であつて，

細胞膜を構成する主威分である，そのアルカリ金閣騒類

は水に舗恥て非常；こ粘紅つ均一翻な糠と劇セ
そ・Tコロイド白肌生質はほかのコロイド水溶液と著しく異

つている．そのうえアルギソ酸ソーダ糊には酸または．多

くの金隻蛭類（2債以上）の作用で容易に不溶化ぎれ．る特

性があり，その懸用は非常な廣い分野にわたつている．こ

とに最近｝ド1粘性装ユ（その1．’水落液慌粘性が］eOOc．p

以一ヒ）　ト匹ロと共に著しく斤途を援大．．Lるに至つた．／v

米國Dutch＆Sons　Inc．っ製品KELP　GEI．なと1は最

も顯著な例であつて，そv驚異蜻な高粘性によつて乳化

液の安走剤，分散剤並に粘張渕として掲特の性能をもち

食料，アイスクリーム，製菓．馨藥，化粧晶・紡織・捺

染，声科材料，ゴム，7k性塗料，製紙工業1等｛こ亘つて呉

速な畿展をとけ，從來の．それらレ．表蔦按術を革新したと

．ころかノいといわれている．なおアルギソ酸ソーダを

主成分とした襲　p7iとして，　Kelco　Prcducts　CO．製

品KELTEX，　KELGIN，等が知られている．「また英國

AlbTight＆Wilso二L1d．醍品MANUCOLは比較的低

粘性の製品であるが，近頃大に獲展しつつある．

　アルギソ酸の海外，ことに米國における長足の叢展に

躍iじて，我國のアルギン瞳工業も從來の低粘性製品から

一Vlel9，t出i晦高粘性製品の製造へ韓進をみるに至つた．

　ここに肱國におけるアルギソ酸工業の現況を述べて本

エ木の装展の一助に資したいと思う．
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　アルギン酸の懸用は多種多様であつて置汎な分野にわ

たつている．　C．C．　Stanford　2．は織物糊，耐水性ヴァ

ニシユ，媒染商，粘蝿副，接着剖，馨藥品，人造角質一

をeけ，そD後，入造纈准，凄酒，葡萄酒の清澄剤，ア

イスクリーム　安：巴酎，製紙用サイズ醐等に鷹F弓される

ようになつた．ご㌧に景近高粘性アルギン降ソーダが出

現してから一冒そ乃用途が撞大され，ゼラチy，トラガ

ントゴム，アラビアゴム，ヂキストリソ，カぜイソ豆乃

動値物i生人rム勢はアルギン臣工業’．袋暖と・に漸次多量

生琵」丁可能性をもつアルギン冷で直きかえられつ蕊あ

る．それで先づ正笑旦つPt　a“ある懸崩面について酒軍に

説明してみよう．　　，

　経糸糊　アルギソ酸ソーダで糊付を行つた握系は常に

著しく摩擦係緻が低下し，抗張力が増加し，大匿に於て

布苔と同．等の効果を示ぐ．・°特に幅糸に封しては耐寧擦

係顧が大きい．人糸，スフ糸等に封しては澱粉糊と配

台してi吏用する方がよい．その適當な割含は天の第1表

の逓りである．

　捺染糊　アルギソ酸ソーダは摺込捺染（手捺染）機械

捺染のどの場合にも，直接染料を使う直接捺染に賑用さ

1糊糸1人絹糸「・・糸

ア・Lギン酸ソーダ〔，e）．　e．5～LO　　十〇．51O．25～O．5

・｝「窪　　　　　　粉　（％）　　　　C～つ．5　　1，0～2．5i1．5　tS　L！5

れる．アルギソ酸ソーダの最適濃度1％ではトラガソト

ゴム㌧最適激度1．5％の場合よりも染着性がよく，こと

にベントThイトを配合したものは一冨良好である．　t4）

　仕上糊　アルギソ戚ソーダの0．1～O．3％水溶液中に布

または紙を浸し．て乾燥すると，平滑且つ光澤靱性の糊付

を：施すことができ，ブッククV　一一ス糊，家庭用の洗濯糊，

カラーワイシャツ檎、、戸として使われる，な・tiL／上の糊付

したもe’を明業，賑酸アルミ＝ウム，願化石荻等の水溶

液、こ，（1＃iLて，k洗掌1ズ射ると，防1．k’i主　‘一もつようになる

粉末アルギン酸ソーダ及びアルギン酸繊維
　（紡糸せる直後のもの：硫綿，撚糸等）

人絹織物，及びスフ織物に封しとくに適當であつてtま

た紗天，婦人剃画未子類の裏糊付仕上，國民服地逡
光幕の糊付等に封しても懸用される．　c5）毛織物の仕上に

使つたときは老化を防止すろことができるともいわれて
いる．，，6．／

　織布加工における廠用　絹布の牧縮並に濃淡模檬顯出

法として，絹市，スフまたは入絹布にアルギソ酔ソ・一ダ

を印捺してからこれを硝酸石茨または硝酸で慮理し染色

すると，印捺した部分を除いて他は牧縮し，かつ染着さ

れる．（5／またジョーセットその他の彊撚糸で織成した織
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物生地にアルギン酸ソPダ糊を印花し乾燐した後，璽化

石友，明肇等の水溶液に浸して不溶性としてから，石鹸

アルカリなとで精練すると，特殊の模檬をもつた織物が

得ら才iる．

　接着剤接着醐は廣汎な分野にわたつているが，アル

ギン酸ソーダも亦ある分野で充分接着剤として使5こと

が出來る．（7）この場合，低粘性の方が適當であうて，從

來我國では電球包装用ダンボール，電機工場における珪

豪鐵板と絶縁紙との貼付等に使われた．また雀煙草のラ

イスペーパPt糊としてきわめて適當しまたベニア合板工

場の接着剤としても接着力約25㎏／cm2を示した．（8♪

　代用血漿　代用血漿とてては血漿と等しい粘性（2～

2．5c．p．）とi滲透魅とをもつことが必要である．アルギソ

酸ソーダを使つた代罵血漿を静脈注酎すれば，出血で降

下した血魅は再び上昇し，呼吸停止したものを再び正常

に回復させる．生理的食璽水では血管内の停留時間が

1～1．5時間であるが，アルギン酸ソーダを使つた代用血

漿では9～30時間に達し，且つ訟赤血球も1C～30％

壇加する．（9）

　水溶性フィルム　アルギソ酸ソーダ水溶液を乾燥して

できるフィルムは，およそ膠フィルムと同様な機械的張

度（抗張力6～6．2kg／mm2伸度2～3％）をもつている

が，また同檬難燃性，耐油性をもつている．⑩筒その他

に電離牲もある．航室窩貫，映書用フi，ルムは高速度の

回韓で摩擦電氣を生じ，しばしば畿火することがあるが

フィルムの表面にアルギン酸ソーダを塗布乾燥すれば．

電離性のため蓄電することを防いで安全である．・なお一

説によれば電波を吸牧する性質があり電波探知器を無効

にするような懸用も考えられている．

　不溶性フィルム　アルギソ酸の不溶性塵類フィルムは

次の2つの方法の内，いずれかの方法でつくる．一一はア

ルギソ酸の水溶性盤類の水溶液を乾燥してフィルムをつ

くり，さらに2倒若くはそれ以上の金麗の水溶性璽類の

水溶液で塵理して不溶化する方法である．他の一つはア

ルギソ酸の不溶性盤類（ただしアルカリ土類金麗の盤類1

を除く）をアムモニア水溶液で溶解しこれを乾燥するど

アムモニアが散失して不溶性フィルムができる．このよ

うなフ，ルムには防灘性がある．また窟虞騨諭被覆

に使うとフィルターとして役立ちハレーションを防止す

る．（11）なお果實等の表面に施した場合，威熟作用を溝

くしたり，或はゼリー状の入造果實の製造壱こも懸用され

る．

　なお天幕等の擬装塗料としての恋用は，職時申米國で

試みられたといわれ，アルギソ酸ソーダを含浸した布に

各種金蔑盤類の水溶液を局部的に吹付け，その金閣に懸

じ種々の色彩を出させる．

　筑化剤　乳化液の安定性はその粘性を大にすることに1

よつて増大させられる．近年アルギソ酸ソーダがアイス

クリーム，化粧品（クリーム），ロPション等に磨ミ用され．

また印刷インキの製造，農藥の製造等にも使われるよ5

になつた．中でもアィスク1）　e一ムの安定剤としての懸用．

は近年米國で著しく叢展し，現在年額350萬ポソドの溝

費があり，ゼラチソ，寒天等と漸次置きかわりつつある．

その効果は滑かな組織を與え且つ貯藏中組織の粗雑化登’

防ぐ外，保香性が大であり且つまた腐敗攣質の危瞼が少

ない．（12）

　清澄剤　アルギン酸ソーダ水溶液を蛋白質，色素，澱号

粉質等k一混濁した液中に入れ，これに酸または金薦璽を

加えてアルギン酸を沈澱させると，これらの不純物はア

ルギソ酸に吸着されて，容易に液中から除去される．製’

糖工場，褒酒工場等での懸用も考えられ，佛國では現在

葡萄酒の精製に使われている．

　薗科術材料　歯科術にアルギソ酸の利用は今日きわめ・

て興味ある蛮展を見るに至つた．その一つは剥離剤とレ

ての懸用であつて，ζ13）翻ちアクリル義歯をつくるとぎ

に，その樹脂と石膏との間にアルギソ酸ソーダ膜を置く

と樹脂の硬化後石膏の型との剥離が容易になる．他の一一d

つは印象剤（1mpressi・n　m・teri・！・）としての懸用であ一

つて，石膏，プラスターゴム等の代用とてて使われる．

その印象材は炭酸マグネシウム，石膏及アルギソ酸ソ・…）’

ダからなり使用に際しこれに反懸緩和剤として炭酸ヅ驚

ダを少量添加し一定量の水と混和してトレe－・　llこ盛り，欝’

に押付けて2～3分後セットし免ものを歯から離して歯

型をとる方法である．こうしてセットしたものはゴムIVi”一

の彊性をもち，複雑な凹凸のある歯から容易に分離きPt．“

正確な歯型がとれる．

　米國Coe－Laboratories　Inc．（Chicago，　Ill．）の製晶A

Coe・loid　Powderは著名であつて，最近わが國も藤森工．

業，三成工業等の製晶を見るようになつた．

　製紙サイズ剤　アルギン酸ソーダを松脂石鹸と同様に一．一

製紙江場の叩解機中にてパルプ中に，硫酸アルミニウム．

と共に配含すればサイズ効果がある．なおアルギソ酸ゾ

　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　17
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一ダにtレイソ酸ソー球を混合して用いれば，從來から

使われている松脂石鹸よりも一麿サイズ効果がよい．15｝

またアート紙等の加工紙の製造でカゼインのかわりにも

なる．

　ラテツクス濃縮醐　　ラテヅクスにアルギソ酸ソーグを

少量加えると．ゴム分、よクリーム状になつて上嚇二e離

．する，その場合ア，Lギソ酸ソーダの濃度はラテックス中

のゴム分り濃度f姐何に關係なく，「謹；に0．04　．°，；が適當

である．．le）このよ5な濃縮ラテックスは乎袋，一ナック

等薄ゴム製品に製慮こfPt，S＊tL，わが國でも［べにアルギ

ン酸アムモニウムを使う方法が實際に行われてL・ろ．

　アルギン酸緻維　ア）Lギソ皮ソーダの清澄な水溶液を

藍化石i，E　・！．溶液中で紡糸一Lると，繊維状に凝固させるこ

とが門来ろ．さらに糸己強蔓をますには糸條を温水中で

仲張させる．また11．・圃生を與えろには硫酸アルミ＝ウム

．オくi滞、樹τに漫濱して水洗乾燥すればよろしい．ざらにま

たアルカリに週’ナtt．抵抗性をますには，監基性クロ．句月

塞またま壁基性醐じベリリウム溶液で題理十る．d61

　アtLギソ酸繊維1む興F未ある懸用として．最も注目に1這

するものは外科用誕糸，琵脂綿，カーゼ等」凝造でさ．つ

て・これは適當な嘘理を加えると血液に勤し溶解性を與

え得うためである．

2　アルギン酸の製造法

　アルギン酸の製造原料は昆布，カヂメ及びアラメ等で

あるが，前者は北海道及三陸海岸に多く，後者は本州，

四國，九州の各沿岸に産する．6月～9月の候，採集され

たこれらの海藻は乾燥して貯藏，随時アルギソ酸工業原

料としぐ使『トナる．高粘性アルギソ酸の製造原料として

は，恨室，釧路窟長昆布，房州，伊豆及志摩塵のカヂメ

アラメ等が最も適當し．ていろ．これらの海藻かご⊃ア“Lギ

第2表ア・・ギソi・髄工程　ン酸を製造．1一うにlt
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　と｝こ濾泄1よ最も困難

　な工程である．／・IT．

　　まず原・揮毎1渠の前

　庭理であるが，昆布

　類は水洗して砂，盤

　分．等を除去一二1一ると共

　に，海藻をよくi及：水

　膨潤させて次；ξ’溶解

　を容易にさせる．比

　較的肉厚のものは，

1・ら麟・易・す

　るため稀薄な酸の中

　に浸漬する．カヂメ

　アラメ等のように表i

皮中に黒隅色々素を含み，アルギソ酸を溶解するとぎ同

時に溶解してくるよ5な原藻に劉しては前盧理は專ら暁

色を目的として行われる．このためには稀薄なアルカリ

水i容液（例えばOS2．－O・04％N．．OH水溶液）中に浸す

か，または漂白剤（例えば次亜鰹素酸ソーダ）の水溶液

中に浸漬すろ．或は機械的庵理によつて黒鍛色の表皮を

創離除去するのも一方法である．

　：kに溶解は普通ア・レカリ（7k’rntソー　Pt’まt：lt苛iEv一

グ）の水溶液を加え，加熱しつつ籠拝を庁うもので，藻

膣中のアルギン酸石茨がアルカリと反雁してアルギン酸

乃アTLカリ験類となつて抽出される工程である．普通原

藻10kgに饗しソpダ茨1～1．2kg水2e～言O　Jを用い，

温斐を6こ：c～7G℃とする，溶解隠ま普通竪型概搾槽（戴

槽または木階）を使い，撹昇翼の回醗は5C～100r．P．m

である．最近は機絨作用を專ら利用し，アルカリ剤量を

少くし且つ低温度で行う傾向にあり，米國のKelco　Co．

では．炭酸ソーダ液と共に1時間煮沸橘潰機で切籔揺礫す

る方鴇また丁恥もチ・r・パーまたは播灘劉現在．

裳島式顕潰器が最も注目されている）を使つて豫め原藻

を1雷淳してからソーダ茨と混合溶解するような方法がと

ら孝しつつある．またこれと反封に，原藻の形態を破壌せ

ずにアルギン酸を摘出し，残渣の少いアルギソ酸溶解液

を得よ5とする試みも面白い，例えば酸庭理した．原藻を

常匪または加堅下でアムモニアガスを作用させ一k淵坐

としたものを壽かに水中に浸してアウギソ西．．を溶出すろ

のである，

　　　　賃津化學工業曾吐アルギン酸製造ユ訪

　アルギン酸陽溶解剤として上記のようにアルカリ剤の

外に，篠酸アルカリのような中「生簸類（若しくは微酸性

eeFA）を用いる方法がちろ・（ls）この場含には黒褐色々

素その他アルカリ可溶性物質はほとんど溶解しないから

ほぼ純檸のアルギン酸抽出液が得られると云う特徴があ

る．この方法は我闘で前から使われ良質アルギソ酸の製

造に寄與してきた．

　濾過法　についてはアルギソ酸工場の生産能力に最も

軍大な關係があるから，今日まで種々研究されますます
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鰍化の傾向にある．癬灘い5までなくきわめて粘

稠であろから，直ちに灘残査等を遊別することは困難

であろ．從つて適當の量の水を臓て禰してから麗

する．蹄の場合には10C～二5〕倍（願i幽曙解後

¢総量），カヂメ，アラメの場合には70～120倍（同じ

く）にぜる・

㌍過は鰍にわたつて行われ粗濾から精遡汲んでい

る．次にそ一敷例を翠げると，

工2臼04

　1）〔

ト内部に袋内張する）まは遠心沈降隣にがナ’ご繊維獲査

を大音除除去した後1袋醐または竪濾鵬で綴にす

る方法で，最も初期に採用されたもの，その後溶解液に多

量、喧氣を細泡として包含させて放置すると灘髄の

頗に気胞が附着して容易｝磯1転。灘一播こ一　・・　・一，　th

られ，また溶解液・熊過量噺性ソーダがあオ臨ア／L　S

榔難して水素を鍵し水素ガスを附藩して戯が浮

輝鰍．ることなどが・工業醐・糊さ泌ようになり

いわゆ磯欝遊法なるものが蟹施されるようになつた

この方灘わが國で夙に實施したの1よ君靴學工業株

式會粧（千葉懸青堀町）であつて笠原泣長の熱心な研究

に負うところが多い’このよ5にして2）法が絡職後の

わが質為ギ・酸工場で廣く行われた・しかし蝋浮

遊法だけで臆お4蟷量・り蹴力竃あるので・魏過機ま

た哩濾繊鞭つ・（離・こするのであるが・これらは

比ゾ鮒能力かitiく且つ時閻の程過と共にアルギン駿「遜

質があるので，そ2Lを防ぐために迅速離法として1認

化には菖速乏辻心〒r黙幾（シャープレス）カ．コNく臥われ

るようになつ’hz・

　「叢選心川陸充騰豚る1・はこれに・鵬べ

き液ゆ蹴を働充分除去し瓢こと力醸である・

從つて既前融工呈として3）のように滋心辮と残

面孚遊とを直列にし．：作業十る方法が工夫され，遠心分

離．磯としては泣r1、　kゐ†非田型のものとしてスーハーブ

カ．．ター横型遊心浄機）が採，iされて・アtLギソ酸

工場は職後⊥く近1．ttl’」に機械1ヒされるようになつた．

　　襯ド1ゴ、過法とし磯査沈降法・ま・る・恥溶解液を

長時調欝置すると議隼質幾査は沈降’るからその上澄液

　をとつて区」嵐櫨｛たは高速瓦遠・bラ」離機て清澄にする方

法．縞る．こ・’噺館・一で1こscr・　）　2・3の工場で實用

化され，ことに最後叫㍑門目こは椥過日力捌を加えて回鱒

式濾過機（tリ・・一フィルター）を使’つて相當よい噸

　を摯げている．

　　凝固とは溶解液を清澄化したもf－・｛1硫酸を加えてア

．ルギン酸をゲル状に凝固させる工程である．昔通，ゲル

遠心分離→袋濾過（又は歴濾過）

残渣浮蓮→袋濾過（叉は歴濾過）

遠心分離→残五鶴旋→麗濾過（又は遠心溝澄）

残査沈降→歴濾過（又は遠心清澄）

よ稀程した溶解液を普通の遠心貌水機〔パ7・ケヅ
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は液中に廣く分散し，液と分離するには液全豊を庭理し

な腺ばならtsL．．それで，工場で1綴固に先立つてま

ず清澄液を激しく躍絆し，多量の室氣を含ませてから酸

を加えてゲルを上層に浮遊させ，多量の酸と容易に分離

させろ　凝固工程ではまた同時に漂白を行5こともでき

る．それば清澄液に次亜盤素酸ソーダ水溶液を適量注加

すろことで，酸によつて稜生すろ塵素＿よつてアルギソ

酸の漂白を完全に行うことができる．

　　　　脚・を・廠て蓮績的にア）・キ・酸

　　　　　　　lt　；r固しているところ

現在廣く鰍）れている凝固装置1よ木製の穏微か1；2．．

『を含ませlt’こ清澄液を流し，これに酸を摘下し（凝巨後

PHを3～．；の液のになるよう酸量を調櫛する）ナ下四こ

凝1蚕させて下のンk2木、1沖に落すと，アルギン酸めしは

上麿に浮んでくるから，これを板で一方に寄せ，汲出し

手桶でネルを袋騨に隼めるのである・アルギソ酸ゲル

は多量デkを含むので鍵に入れたものを璽搾して腕水す

る、これでアルギ・酸含量をだいたいle’V20‘Jlこする・

腕水をよくナるために豫めゲルを温水に洗う方法もあ

る．脱水したデルは次に炭酸ソーダを加えて混和機（二

一ダー）または橿潰器（石川式）で中和する．かくして

アルギソ酷ソー」・’ペーストを得るのでu＋・7・・

　ペースト欺のものは楡塗に不便なばかりでなく，腐敗

愛質しやすく商品債偵の乏しいことはいうまでもない・

ベーストはア・・ギ・酸ソーダ10～2G夕6を含みな湘當

量フ瞥分（硫酸ソ9・ダ又は食盤）を含んでいる．從來こ

れから乾燥粉末製品をつくるには乾燥が行われ・ドラム

・ドライヤー，パットドライヤーが使われた．しかし多

量水分を嘉輩させるため，乾燥能力が少く且つ熱の消費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19
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量も多い．

　したがつて腕水乾燥法としてアルコールによる腕水乾

燥法が工業的に見て最屯適切であり，かつまた製晶の品

質もよいので，職後のアルギン酸工業に饗して筆者は本

法の窒施を提唱し，かつこれが工業化の第1歩として密

閉蓮績式アルギン酸精羅乾燥装置を設計し産業復興公團

の援助の下に日本海藻化學工業株式會赴保土ケ谷工場に

建設した．本装置による試験の結果は製品（乾燥粉末）

1トンに饗しアルコr…ルの損失量約O．2　tであつて開放

式作業の場合に比してその損失量は1／10である．（14）こ

の装置のだいたいは第1圖に示す通りである．なお本装

置の設計に關しては當所桑井助教授の助力に負う所が多

い．
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　　　　　第　1図．

アルコールによるアルギン酸ソP一ダの

脆水精製並に乾燥装置系統圓

3アルギン酸工業の現況及び將來

　アルギン酸工業はまずその稜見者C．　C．Stanfordカ：

設立したScotch　Iodine　C（）一で工業化したのに始り，次

でノルウェー，フラソス，ソ聯邦，米國，白本等で工業

化された．わが國のアルギン酸工業は，昭和12年日本

アルギソサン化學工業株式會融（東京・蒲田）が本格的

に操業を開始し，次で東北興業，共成，日本水産化學，

大東化學等の會肚が製造を試みるに至つたが，今亥職畢

に入つてからは原料海藻は畢げて璽化カリの製造原料と

して動員され，その5えソPダ友，硫酸等の藥品の峡乏

のため，全く操業不能に陥つた．しかし終職後連合軍司

令部は海外でのアルギン酸工業の議展と，わが國の天然

資源の活用とに立脚してアルギン酸工業の獲達を促し，

商工省當局者もまた輸出工業としてこれが獲展に努力す

るに至つた．一 ｩくて昭和22年2月海藻化學工業會，’次

でで翌23年3月アルギン酸工業懇話會が成立し，アル

ギソ酸工業の技術的獲達と海外の情報の蒐集蓮絡に努力

すると共に，主務冶局と緊密な蓮絡を計りながらアルギ

ン酸工業の助成に不籔の活動をつづけている．アルギン

酸ソ欄ダ製品の品質はアルギン酸の懸用上その影響する

．ところがきわめて重且大なので，これが製品の検査規定

の確立はすこぶる緊要なるものといわねばならないそ

20

こで商工省東京工業試瞼所（現在は工業按術駆所管）と

當所との協同研究によつて粘性，溜澄度及び着色度の3

項目につき検査法を定めた，このよ4にして國内アルギ

ン酸製造工場敷は約30に建し，現下の輕濟的不況に當

面しながら，なお販路の開妬と生簾塘張ξに懸命な活動

を行つている。本年3月，日本有機株式會赴から約1ト

ン（償格48c／ヱb）が楡出され，次で5月，鴨川化工株式

會肚からも（便格60c／lb）が輸出された．

　職後のアルギソ酸ソーダ製品の最も著しい攣化は，そ

の高粘性にある．職前ρわが國のアルギン酸工場での製

品はその水溶液の粘性がεO～1COc．P．くらいであつた

が・今日の製品は300～3eOOc．P．の聞にあるものが最も

多く・約…9・．P．を舗とナるようになつた．ことに

特筆したいことは，カヂメ，アラメのよ5な比較的質の悪

い原藻から高粘性品の製蓬に成功するに至つたことで，

鴨川化工株式會肚（千葉縣鴨川），磐城セメソト株式會祉

下田工場（静岡縣下田町外），三輪工業株式會祉（三重縣

鈴鹿市）等の努力は大に認めてよいと思5．

　いまや本邦アルギン酸工業は百尺竿頭1歩を進め，多

量生産に入いる段階に達したものと考えられる．竪富な

海藻資源を背景とし，大量生産によつて低廉なコストで

生産される輸出向アルギン酸の工業こそ，當面の急務で

ある．また大量生産方式でアルギン酸の製造を行う場合

には，ヨード，マンニット及盤化カリ等の重要な副産物

の探製を行5ことができる．マンニットは原藻の種類に

よつて含量にかなり差異があるが，多いものは2C～30％

普通10％が含まれている．その用途は署藥，バクテif

ア培養基，tグリセリン代用，硝化マソニットとして窒化

錯，雷禾の代用等があり，アルギン酸工業と相並んでき

わめて注目すべき製品となる可能性がある．堅化カリ及

びヨ”ドの主要物資であることはここに縷説を要しない

であろう．

　過去のわが國アルギン酸工業の跡をかえりみると，つ

ねに原料藥品の不足に苦しんできた．したがつてアルギ

ン酸工業を確立するにはこれが使用量を極力節約しなげ

ればならない．現在，製品1トンについて，ソーダ友1．

トソ，苛性ソ阿ダ1トン，硫酸3トン，石炭14トンが

必要である．いまもし溶解液を清澄後，電i氣分解を行え

ばアルギソ酸は陽極面に析出し，苛性ソ｛ダを陰極に生

威する．故に後者，即ち陰極の苛性ソーダを原藻の溶解

剤に用いればアルカリ使用量を著しく節約することがで

きヂまたアルギン酸の析出に硫酸をぜんぜん使う必要が．

なくなるのである．このような電解法によるアルギン酸

製造法の確立もまたわが國アルギソ酸工業の將來の進展

上きわめて緊要なるものとい5べきであろう．

　アルギン酸及びその誘導薩は化學的性質においても，

物理的性質においても高分子電解質としてきわめて特殊

な｛坐質をもつている．ことにその高粘性はこれときわめ

i

●

」

1
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て類似したC．M．C．（ナトリウム・カリボキォソ・メチ’

ルセルローズ）の追随を許さないものがあり，高粘性を

必要とする用途においては，アルギソ酸ソーダは實に濁

壇場の鯉があるといえる．

　　　　　當研究所アルギン酸研究室の一部
　　　　　　　　　　　　，
　最近この高粘性に注目して，アルギソ酸の新しい用途

が拓かれつつあることは代用血漿，歯科印象材，アイス

クV一ム安竃酎等の例からも明かであろ．このような高

粘陸を物理化學的，ことに高分子溝造論的に研究すろこ

とは今日きわめて困難な問題であるが，乱1旨上に興味が

あろばかりでtく，その懸用上からもきわめて璽要な課

題である．こτ1聞題の解明もアルギソ酸工業の將來に重

要關係を有つも∂というべきであろ5、

　わが國アルギソ酸工業にわが図天然資源の活用上重要

な寄與をさせよ5とすれば，工業按術界でもアルギソ酸

の懸用を廣く攻究し，ただ海外の需要だけに依存しよう

とする考えを放棄しなければならない．それでないと殿

錯．遠からず，嘗てはわが國楡出業の大宗だつた鍾糸業の

轍をふむよ5になるであろ5．

　アルギン酸工業の確立はまた同時にヨード，彌化カリ

工業の確立を目指すものでなげればならない・チリー・

ヨードのため生か死かの運命下にあるわが函のa－1ご工

業も。またドイツ，フラソス，スペイソ等のカリ盤によ

つて浮沈するわが國のカリ工業も，實に本邦アルギン酸

工業の墾展にその將來を托すものといえよう．

　このようにわが國のアルギソ酸工業自陛はまだ幼稚な

状態であるが，四面環海の本邦で天與の豊富な海藻資源

の活用上から見ても，また重要化學工業原料であるヨー

ド及び塵化カリの自給上から見ても，きわめて重要な工

業であることを最後に強調して，この工業の叢展1こつき

朝野各方面の理解と協力とを切に要塑するものである．
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　　　　　　　　　三層膜牛透明鏡の鷹用

　　　　　　　　　　　荒哲哉・久保田廣癒物

　1波長の透明醇膜を三重につけて反射率と遜過率が

共に50％に近い吸牧のない雫透明鏡に關してはモの

磨用と一緒に既に御報告した．（P

　　　　　Twymユnn型干渉計
S光源；’五IL」レンズ；Md　M，反身蹟；

M雫透UJJ鏡

　この宇透明鏡は他にも多くの用途があるが，その一

つとして賞研究室で光學系や薄膜の研究に有力な，

Twymann型千渉計（第王圃）に使つてみた．これは

牛透明鏡Mで光を2分し，2つの鏡M，，砥で反
射して麟つてきたものを再びMで一つにまとめて干

渉を起させるものである．

　このMは當研究室の竜のは　1QO×15Gmmあるの
で（現左日本で最大）このような大きい面積に一様に

三暦膜をつけることはなかなか困難である．しかしそ

の後の研究と技術の進歩にょり，まず100×100mmの

小型のものに成功し，最近この大型のものも完全なも

のを作ることがで3た．こh，によるとPJJるさが3倍以

から3～2秒になつた．干渉計は非常に鏡敏なものでわ

ずかの振動でも干渉縞が動くから，撮影時岡が毒以下

になつたということは窺眞が鮮明になり從つて測竃精

度が著しく向上したことを意昧するほか，從來困難で
あった吸牧の多い薄膜（位枳差顯微鏡のph．艮se　plate

等）の測定や螢間の人の出入の劇しいときの撮影亀あ

る程度可能となつたのである．（tg49・9・24）

　（工）　　本言畠，　ユ949，11　月號　6　頁

上にt）’干渉靭額襯多噺麟問が從來の1°
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